
研究紀要 ・ 年報研究紀要 ・ 年報

縄文の森から
Ｆｒｏｍ　ＪＯＭＯＮ　ＮＯ　ＭＯＲＩ
縄文の森から
Ｆｒｏｍ　ＪＯＭＯＮ　ＮＯ　ＭＯＲＩ

第 10 号

古代の薩摩・大隅国，多禰嶋における律令制度の普及
－考古学の調査成果から－

川口 雅之

立小野堀地下式横穴墓群における地表構造及び木材閉塞方法
藤島　伸一郎

   鹿児島県大隅半島における弥生時代中期の　　　　　
竪穴住居跡の平面構造について

湯場﨑　辰巳

地下式横穴墓の赤色顔料について
－立小野堀遺跡の検討をとおして－

武安　雅之

平成 28 年度　年報

鹿児島県立埋蔵文化財センター
2018.03

研
究
紀
要
・
年
報　
　

縄
文
の
森
か
ら　
　

第
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
七　

鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

研
究
紀
要
・
年
報　
　

縄
文
の
森
か
ら　
　

第
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
七　

鹿
児
島
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

1010

Bulletion of Kagoshima
Prefectural Archaeological Center
Bulletion of Kagoshima
Prefectural Archaeological Center

From JOMON NO MORIFrom JOMON NO MORI
No.10    CONTENTS

logical Center

The spread at ritsuryo system in Ancient Satsuma province,Osumi 
province,and Tane province
 -Analysis of archaeology survey result-
Kawaguchi　Masayuki

Ground construction and occlusion method of wood in Tachionobori
underground corridor-style burial chamber
Shinichiro Fujishima

The structure of the pit dwelling of Yayoi period in Kagoshima 
Prefecture Osumi Peninsula
Tatumi Yubazaki

About red pigments in the underground corridor-style burial
chamber type grave ～ From consideration in Tationobori Site ～
Takeyasu Masayuki

Annual of Kagoshima Prefectual Archaeological Center of the 28th
 year in Heisei

Kagoshima Prefectural Archaeological Center
March  2018



『縄文の森から』第１０号 目 次

古代の薩摩・大隅国，多禰嶋における律令制度の普及 －考古学の調査成果から－

川口 雅之 ・・・・　１

立小野堀地下式横穴墓群における地表構造及び木材閉塞方法

藤島 伸一郎 ・・・・１９

鹿児島県大隅半島における弥生時代中期の竪穴住居跡の平面構造について

湯場崎 辰巳 ・・・・３５

地下式横穴墓の赤色顔料について ～立小野堀遺跡の検討をとおして～

武安 雅之 ・・・・４９

平成２８年度年報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５７



－1－

１　はじめに　

古墳時代に南九州で多く造られた地下式横穴墓は，

地面に竪穴を掘り，そこから横穴を掘って玄室に遺体を

葬る墳墓である。宮崎県南部から大隅半島を中心に多く

確認されているが，鹿屋市の立小野堀遺跡では 190 基の

地下式横穴墓が検出され，それらから多くの副葬品が出

土するとともに赤色顔料も多数検出された。この赤色顔

料を分析する過程で，一見同じように見える赤色顔料で

も，構成する元素の種類や粒子の形状等に違いがあるこ

とを確認することができた。立小野堀遺跡では 53 基の

地下式横穴墓から赤色顔料が検出されており，単独の遺

跡としては非常に多くのデータを得ることができたた

め，赤色顔料の種類や副葬品，地下式横穴墓の位置など

の関連性を調べることによって，立小野堀遺跡の墓群の

性格等を考察すること目的とする。

２　試料と分析方法

（1）試料

立小野堀遺跡の地下式横穴墓から検出された赤色顔料

65 点（同一遺構も含む）を試料とした。

（2）分析方法
　　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置（堀場製作所製 

XGT-1000，Ｘ線管球ターゲット：ロジウム，Ｘ線照射径

100 ㎛）を使用し，次の条件で分析を行った。

　Ｘ線管電圧：15/50kV	 電流：自動設定

　測定時間：200 秒	 Ｘ線フィルタ：なし

　試料セル：なし	 パルス処理時間：P3

　定量補正法：スタンダードレス

　また，走査型電子顕微鏡（日本電子製 JSM-5300LV）

による赤色顔料粒子の形状観察（1,500 ～ 7,500 倍）を

行った。

３　分析結果

　分析の結果，試料とした赤色顔料を次のように分類す

ることができた。

種類 点数

パイプ状ベンガラ 49

非パイプ状ベンガラ 5

水銀朱 11

合計 65

　65 点の試料中，水銀朱が 11 点，ベンガラが 54 点と

圧倒的にベンガラが多く使用されていることが分かっ

た。水銀朱は県内では採取できないものであることも理

由と考えられる。ベンガラには特徴的な粒子としてパイ

プ状を呈するものもあるが，そのパイプ状がベンガラの

9 割と多数を占めた。また，その他に分類したものにつ

いては、特徴的な粒子も含まれておらず、蛍光Ｘ線分析

の結果からも Fe を多く含むものの，Si などの土壌成分

の割合が高いことなどから明確に赤色顔料（ベンガラ）

と判断できないものである。赤土のようなものに由来す

るものと考えられる。

　以下は，分類した代表的な試料の蛍光Ｘ線分析スペク

トルチャート（成分分析）と FPM 定量結果，走査型電子

顕微鏡による形状観察結果である。

（1）パイプ状ベンガラ（108 号地下式横穴墓）

スペクトルチャート

地下式横穴墓の赤色顔料について

～立小野堀遺跡の検討をとおして～

武安　雅之
About red pigments in the underground corridor-style burial chamber type grave

～ From consideration in Tationobori Site ～

Takeyasu Masayuki

要旨
 立小野堀遺跡の地下式横穴墓で検出された赤色顔料について，成分分析と形状観察を行い，その種類と地下式横
穴墓の配置・副葬品・規模等との関連性を検討した。その結果，水銀朱を持つ墓の規模が他の墓に比べてやや大き
い傾向が見られるが明確な関連性は認められなかった。

キーワード　地下式横穴墓，赤色顔料，水銀朱，ベンガラ
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FPM定量結果
元素 ライン 強度(cps/mA) 質量濃度(％)

ケイ素 Ｋ 12.67 47.97

鉄 Ｋ 349.21 51.28

銅 Ｋ 3.11 0.75

（2）非パイプ状ベンガラ（108 号地下式横穴墓）

FPM定量結果
元素 ライン 強度(cps/mA) 質量濃度(％)

ケイ素 Ｋ 9.08 2.54

りん Ｋ 21.24 2.55

硫黄 Ｋ 9.61 0.51

カルシウム Ｋ 1.3 0.06

鉄 Ｋ 10554.67 94.34

（3）水銀朱（109 号地下式横穴墓）

FPM定量結果
元素 ライン 強度(cps/mA) 質量濃度(％)

ケイ素 Ｋ 10.12 2.27

鉄 Ｋ 16.55 0.28

銅 Ｋ 4.1 0.05

水銀 Ｋ 2034.63 97.41

形状観察結果

スペクトルチャート

形状観察結果

スペクトルチャート

３　考察　

　赤色顔料の種類と地下式横穴墓の配置関係を検討する

ために，遺構配置図に赤色顔料の種類ごとの位置をプロ 

ットした。まず水銀朱を持つ墓の分布（図１）を見ると，

遺跡の南側で東西方向に帯状に連なっているように見え

る。しかし，水銀朱の検出遺構数は 10 点と少ないため，

はっきりと判断できるような状態ではない。

　同様に，非パイプ状ベンガラを持つ墓の分布（図２）

も帯状に見えるが，この検出数も 5 点と非常に少なく判

断材料として十分であるとは言い難い。

　また、古墳時代にベンガラとしてパイプ状粒子のもの、

非パイプ状粒子のものを使い分けていた可能性は低いと

考えられるので，両方を同じベンガラとしてプロットす

ると、ほぼ全域に位置していることが分かる（図３）。

　よって赤色顔料の種類と地下式横穴墓の配置関係につ

いては，特別な関連は見いだせなかった。しかし，すべ

ての種類の赤色顔料を持つ墓の配置図（図４）を見ると，

Ｇ ･ Ｈ -45･46 区やＦ～Ｈ -36 ～ 38 区のように赤色顔料

がほとんど検出されていない区域があることが分かる。

形状観察結果
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特にＧ ･ Ｈ -45･46 区は，多くの地下式横穴墓が密集し

ているにもかかわらず，赤色顔料を持たないのはなぜな

のか，今後の検討課題の一つとしたい。

　次に，当時としては貴重品であったであろう水銀朱を

持つ地下式横穴墓の特徴を検討してみたい。水銀朱は県

内では採取できないので、他地域からもたらされたもの

である。そのため，同じ赤色顔料でも他のものに比べて

貴重品として扱われ、それを持つ墓と持たない墓では何

らかの違いがある可能性がある。それを検討するために

玄室の規模や副葬品の数，人骨の有無を比較した（表

１）。

　玄室の規模の比較には長径と短径の長さの平均を用い

た。水銀朱を持つ墓の平均は長径が 1.94 ｍ、短径が 1.00

ｍであるのに対し、パイプ状・非パイプ状を含めたベン

ガラを持つ墓の平均は長径 1.78 ｍ、短径 0.91 ｍである。

いずれも水銀朱を持つ墓のほうが上回っており、規模が

大きいと言える。

　副葬品については， 副葬品を持たない墓も多く、強い

ていえば 1 つの墓に入れる鉄鏃の数の平均は水銀朱の方

が多いと言える。しかし，178 号地下式横穴墓の 24 本

図１　水銀朱の分布

図２　非パイプ状ベンガラの分布

図３　ベンガラの分布

図４　すべての種類の赤色顔料の分布
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が突出している結果であり、副葬品についての検討は他

のアプローチを考えたい。

　また，玄室の長径の方向や副葬品，人骨についての検

出頻度（表２）を比較すると，水銀朱を持つ墓の玄室は

長径方向が東西方向のものが多く，副葬品では刀子・刀

が副葬されていることが多いと言える。人骨も検出され

た頻度が多く，水銀朱に何らかの防腐効果がある可能性

も考えられるが，これについては今回データとしていな

い地下式横穴墓についても同様な比較をする必要がある

と考えられる。

５　まとめ　

　立小野堀遺跡の地下式横穴墓から検出された多数の赤

色顔料の分析結果をもとに，赤色顔料の種類と墓の配置・

構造（規模）・副葬品との関係性などを検討し、階級差

やグルーピングなど墓群の性格を捉えようと試みたが，

今回の検討では十分な結果を得ることはできなかった。

ただし赤色顔料を持たない墓域があることや、水銀朱を

持つ墓の規模が他の墓に比べてやや大きいのではないか

という今後の検討課題の見通しを得ることができた。

　当初は，当センター所蔵の分析機器の性能を活かし、

パイプ状ベンガラのパイプ直径や蛍光Ｘ線分析装置の近

似ピ－ク検定などにより、同時期に作られた地下式横穴

墓を特定できるのではないかと考えたが，デ－タをうま

く活用することができなかった。今後は今回得られたデ

－タだけでなく、赤色顔料が検出されなかった地下式横

穴墓についても合わせてデータ化して検討するととも

に，他の地下式横穴墓群等で得られたデ－タなどとも比

較して，当時の人々の生活を少しでも解明できたらと考

える。
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種類 遺構№
玄室の規模 副葬品

人骨
長径(ｍ) 長径方向 短径(ｍ) 剣 鉄鏃 刀子・刀 その他

水銀朱

5 2.04 北－南 0.93 1 1

69 1.31 東－西 0.76 ○

76 2.20 東－西 1.32

88 1.76 東－西 0.94

104 1.94 東－西 1.01 1

173 2.54 東－西 1.70 2 11 1

109 1.69 北西－南東 0.84 ○

131 1.99 東－西 0.73 2

159 2.00 東－西 0.78 24 1 ○

平均 1.94 1.00 1.7 12.0 1.0 0.0

ベンガラ全体 平均 1.78 0.91 1.3 8.5 1.3 2.8

パイプ状
ベンガラ

平均 1.79 0.93 1.4 6.8 1.0 2.2

非パイプ状
ベンガラ

平均 1.74 0.83 1.0 16.5 2.0 4.0

※副葬品の平均値は，副葬品の種類ごとの合計を副葬品が検出された遺構の禦で除算したもの。

顔料種別
玄室長径方向 副葬品

人骨
東－西 剣 鉄鏃 刀子・刀 その他

水銀朱 70.0％ 30.0％ 30.0％ 40.0％ 0.0％ 30.0％

ベンガラ全体 55.6％ 38.2％ 32.4％ 8.8％ 26.5％ 8.8％
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※検出された遺構の数を，顔料の種類ごとの遺構の総数で除算してもとめたもの。

表１　玄室の規模と副葬品の数

表２　玄室長径方向， 副葬品， 人骨の検出頻度
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